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学 科 募集人員 志願者数 倍率
看護学科 80人 194人 2.4 
衛生技術学科 40 272 6.8 
理学療法学科 20 171 8.6 
作業療法学科 20 114 5.7 































































































































































米国ケネディスペー スセンター でスペー スシャ トル打
ち上げ前のショウジョウパエ試料についての説明風景
写真右より，毛布l衛，土井隆雄，向井千秋各宇宙
開発事業団宇宙実験終来部員，池永i前生教J受（放射線
システム生物学研究部門）
No. -142 京大広報
生物は微弱な放射線に対しでも鋭敏に反比、して
いることが分かつてきた これらは，進化の過
程で狼符された生体防護の機構として生命科学
の重史認題であり，放射線生物学は新しい展開
を見せている。
放射線作物学は，このように本質的には概め
てJt.礎的な研究分野である。また，学：際的な学
問領域であることも特徴であり，放射線そのも
のの物理学的理解をはじめ，化学，生化学，遺
伝学，医学，莱ー学， ｜学，農学などの！よい分野
にわたる境界領械を Jr~絵としており，各分野の
研究将の協）Jと交流なくしては強）Jに研究を推
進することが困難である。本センターが全同共
lr•J 利用施設として＂立附された1~はにはこのよう
な放射線生物学の学際性がある。
本センターでは．令国共lriJ利用活動の 環ーと
しての公~~による米所研究の受け入れ，同｜努 ・
圏内シンポジウムやワークショップによる研究
交流出動．特日研究店I門を巾心としたプロジェ
クト研究のほかに．固定研究部門が十11王に協力
しながらセンター固有の研究が行われている。
最近の研究からトピックスをあげ，各研究；~·Ill司
のiミな研究｜人l符を紺介する
放射線システム生物’下{i)f究却門では，放射線
や化学物質などで作られる DNA1U傷の修復機
構に｜刻する研究を行っている。また， 21世紀を
l悦んだ新しい放射線生物学の課題として，＇ f・1ri 
放身、JMil のとt物影苧~の研究にも取り組んでいる。
i最近では，平成4年 9J 12日に打ち上げられた
スペースシャトルのエンデパーに約13.000匹の
ショウジョウパエを椛依し，宇宙飛行の影響で
生じる突然変異を観祭した。その結果，宇宙か
ら帰還したハエについては，孫の代に現れる伴
性劣性致死突然変異の頻度が高くなることを見
いだして大きな話題となった。
突然変異機構研究部門では，突然変異が起こ
る仕組みゃ突然変異と発がんの関わりについて
の研究が行われている。紋近では，発がんの引き
金となるがん抑制遺伝チの突然変異が父税出米
の遺伝チに偏って起こるという新しい現象が明
らかとなった。また，細胞が微弱な放射線に応科
して突然変異耐性となる場合の情報伝達路と耐
性披仰の機構に関する研究も進められている。
晩発効果研究部門では，ヒトのがん細胞に対
するリンパ球の免疫学的認識と傷害機構につい
ての分子生物学的研究が進められている。最
-496 
近， リンパ球の一絡が作る強ノユながん細胞殺傷
Jを持つタンパク質の分離に成功した。このタ
ンパク質のがん細胞殺傷）Jは強）Jであり，臨床
応用の面からも大きな期待が寄せられている。
また，この細胞傷害過程ではリンパ球に新しい
シグナルが伝達されることも判明し，その遺伝
チの解析を行っている。ー｝j，放射線を合む
楯々のストレスは生体の免佼）Jを低下させ，発
がんを促進させる。現紅，医学的のみならず社
会的にもn；日を集めている慢性疲労症候群にも
ストレスの｜刻 lj.が示唆されており，その病I~ の
解明と治療法の研究を行っている。その結果，
この病気では神経，｜付分泌．免疫系のキIP1；作
月j，情報伝達に異常があることが明らかになっ
た。さらに，この県常を免疫学的に改持させる
ことによる新しい治療法の確立に成功し，忠訴
に大きな思忠をもたらしている。そのほか，放
射線傷害の防占物質，発がんや加齢の促進な
ど，被曝後，長期l問を経て発現する｜匁古と免佼
の関係など，放射線の晩発効果の防護について
研究がなされている。
る：員研究部門は，センターのいl定研究部門の
みでは対Lιが雛しい比較的人；砲のプロジェクト
や緊急を梨する課題についてプロジェク卜研究
を設定し，センターの同定研究部門と協力して
推進するものであって，センターの活動を拡大
して運用する主要な研究部門である。現在進行
中のプロジェクトには「寸：Ii環境における放射
線の遺伝的効果」（核椴修復客員研究部門），
「lj_クローン抗体を用いた DNA損傷とその修復
の定法解析」（核酸修復答貝研究部門）および
「メダカを用いた突然変異検／］＇，系の開発」（欣射
線煩似作用客只研究部r'nがある。
本センター設v：以来，共同利用活動の a環と
して量点的に進められてきたシンポジウムや
ワークショップによる研究交流活動は，人型機
慌を持たない全同Jtlol利用施設のユニークな共
H利用活動として園内外の研究符に尚く評価さ
れている。広い範聞にわたる研究分野を取り込
みながら，分子レベルから動物完験，さらには
ヒ卜集同のlJ組や臨床面での課題も合めて－rt
して系統的に研究を行う本センターの共同利用
活動を通して， Tりf究者問の述J路と，｜
発化し，ぺ毛問のl放射線生物学ならぴ、にこ閑述分野
の研究の発反に寄与したいと」fえている。
（放射線生物研究センター）
